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西地区の皆様お元気ですか。

９月中旬頃までは厳しい暑さが続き、県内全20観測地点のうち全地点で日々30度以上

の真夏日でした。加えて、秋田市内では７月の記録的な大雨による復興作業がまだ続いて

いる最中でしたが、9月19日の短時間に激しく降った大雨により、翌朝には浸水被害が確

認された住宅が263棟に上るとのことでした。3カ月間で2回の冠水被害を受けた方に対

してお悔やみ申し上げ、早い時期の復興を心よりお祈り申し上げます。

ところで、我が十文字に誇れる事がありました。それは9月13日秋田さきがけ新聞にも

掲載されていましたが、十文字中学校3年高橋歩路（ある）君です。彼は日本バスケット

ボール協会U16（16歳以下）アジア選手権大会（カタール）に出場する男子日本代表12

選手に選ばれ参加してきました。これは本人は勿論、横手市バスケットボール協会として

非常に喜ばしく誇れることでもあります。

次に教養講座の一環として、９月１４日「最先端の施工技術に触れて土木の未来を体験

しよう」をテーマに「成瀬ダム」を見学しました。参加者２５名全員が大満足で、良い体

験ができたというアンケート結果が多くあり、我々事務局としても嬉しい限りです。これ

からも皆様方に喜ばれるような事業を計画しますので宜しくご協力をお願いします。

～ 偉人の言葉に学ぼう ～

◆「人生を動かす哲学者の言葉」より

「 敢えて主とならずして客となる － 老子 － 」

《 意味 》 相手の動きに応じて自分の動きを決める方が良い。

上司、同僚の動きを見ながら仕事のリズムを作ることがチームプレーで

最も大切なことである。

9月18日時点で県内ではツキノワグマを579頭捕獲したが

捕獲枠上限の36％である。自分の存在を熊に知らせることが

被害を防ぐ上で、非常に重要であるとのこと。

より一層の注意喚起が必要だ。（福祉環境委員会報告より）

◆◇◆ クマに注意しましょう！ ◆◇◆



★教養講座①成瀬ダム KAJIMA DX LABO 見学実施 9/14（木）

●十文字西地区交流センター運営協議会主催の教養講座の一環として、

成瀬ダムを見学してきました。

最先端施工技術によって進められている工事現場の後は、鹿島建設の

KAJIMA DX  LABOで映像による説明があり、タブレットをパネル

や現場模型にかざして建設の変遷や完成後の様子を見せてもらうなど

未来の姿に思いを馳せながら楽しく貴重な体験が出来ました。

●展望台の様子 ●ダムの上流側

●展望台にある自動運転制御室。１階の自動化施工紹介コーナーの様子。

●LABO内での映像による説明の様子。 ●ダム模型にタブレッﾄをかざし、完成後の様子を確認。

●旧西中学校グランウンド道路側にイチョウ並木がありますが、今夏は今までにないほど

たくさんの銀杏が実っています。温暖化の影響があるのかもしれませんね。

さて、９月下旬から急に朝夕涼しくなり、猛暑の毎日からやっと解放されたようですが、

急激な気温の変化で体調を崩されないよう、皆さんお気を付けくださいね。


